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学校・支援学校・教育関係者対象

大阪はびきの医療センター
アトピー・アレルギーセンター
小児科

アレルギー
アナフィラキシー
対応講習会

アナフィラキシー発症時の
適切な対応を習得する。

食物アレルギーの基礎知識と

緊急時使用薬剤の使用方法を習得し、

アナフィラキシー発症時の適切な対応力を身につける。

2026

7/30 木

定員

先着
50名

プログラム

日時

講師

場所

大阪はびきの医療センター／アトピー・アレルギーセンター

大阪はびきの医療センター３階  講堂

072-957-2121（代表） 

※恐れ入りますが、お問合せにつきましては［メール］をご利用いただけますようお願いいたします。

〒583−8588 大阪府羽曳野市はびきの3-7-1

小菅 英美
KOSUGE　  EMI

＜平日10：00〜17：00＞担当：小児科／釣永・亀田・深澤

13:30

15:10

14:50

15:00

16:00

15:55 質疑応答（5分）

閉会挨拶

受付開始
グループに分かれて着席
（グループは事前に事務局で決定）

諸注意、開会、
アトピー・アレルギーセンター長挨拶、
講師紹介

救急救命士からのお話（10分）

休憩

スモールグループ
エピペン ・ネフィー   講習（45分）

講演（40分）
「食物アレルギー・アナフィラキシーへの対応」
大阪はびきの医療センター／小菅英美

pedhabikino@ra.opho.jp
https://forms.gle/4C5XPY7zBhscdkny9

お申込みはこちら

【締切日】

木

2026

7/ 16
お
問
合
せ

主
催

参加
無料

14:00～16:00

第2回

14:00

14:10

2026年4月16日にこども家庭庁および文部科学省からの
事務連絡（学校等におけるアナフィラキシーショック時の
アドレナリン点鼻液「ネフィー 」の投与について）により学
校の先生もアドレナリン点鼻液の使用可能となりました。

アドレナリン点鼻液（ネフィー ）について


